
社 会 科
社 会 科 部 樋口 晃 井出 悠介 佐藤 真樹

研究協力者 宮﨑 沙織

１ 社会科における「社会に変革を起こす子ども」について

自他の考えや根拠を比較して，見いだした社会的事象の特色，相互の関連，意味，社会への関

わり方を伝え，友達の考えや根拠を質的に向上できるよう働きかける子ども

本校の学校教育目標「つよく ただしく かしこく」を具体化した児童の育成のためには，各教科

等の学習指導要領を基に，本校の児童の実態を踏まえて捉えた資質・能力を育むことが必要である。

社会科の問題解決的な学習では「社会的事象への深い理解を基に，自ら社会参画する資質・能力」を

育むことを目指す。この資質・能力と，社会科の問題解決的な学習の過程の具体は，以下のとおりで

ある。

(1) 知識及び技能

社会的事象に関する知識と社会的事象について調べ，まとめる技能

(2) 思考力，判断力，表現力等

社会的事象の特色や相互の関連，意味を多角的に考えたり社会への関わり方を選択・判断した

りして表現する力

(3) 学びに向かう力，人間性等

社会的事象に関する問題を主体的に解決しようとする態度，社会の一員としての自覚と愛情

＜「社会的事象への深い理解を基に，自ら社会参画する資質・能力」についての三つの柱＞

過程 学習活動

社会的事象と自らの関わりを話し合う
つかむ 学習問題をつかむ

予想をもち，学習計画を立てる

予想の検証に向けて，調べる
追究する

社会的事象の特色や相互の関連，意味について話し合う

まとめる
学習問題の結論をまとめ，学習成果を振り返る・

生かす よりよい社会に向けて，自らの社会との関わり方を考える

＜本校社会科の問題解決的な学習の過程＞

全体研究を踏まえ本校社会科部では，社会科における「社会に変革を起こす子ども」を「自他の考

えや根拠を比較して，見いだした社会的事象の特色，相互の関連，意味，社会への関わり方を伝え，

友達の考えや根拠を質的に向上できるよう働きかける子ども」と具体化した。質的に向上するとは，

社会的事象への深い理解を基に，自ら社会参画する資質・能力

※学習計画に応じて点線内を繰り返す



根拠を多様にしたり，更新された価値認識を基に考えや根拠を改めたりする中で，複数の情報を結び

付けて関係性を見いだして知識を概念化することである。価値認識したことは，資料の選択，読み取

りや考えをもつ際の一人一人の判断基準となる。社会科の問題解決的な学習において，児童は既有知

識や生活経験では説明が困難な社会的事象に出合い，学習問題をつかむ。その解決に向けて，資料か

ら調べた事実や，自らの既有知識，生活経験などを用いて自らの価値認識を基に社会的事象の特色，

相互の関連，意味について自らの考えをもつ。そして，友達と考えや根拠を伝え合うことを繰り返す

ことで学習問題を解決し，よりよい社会に向けた自らの社会への関わり方を考えていく。この中で，

自他の考えや根拠を比較して共通点や相違点を見いだし，新たな事実，事実同士の関係性，自他の考

えや根拠の確かさ，不確かさを伝え合う姿が見られた。その際，集団において対話が活発化し，児童

は根拠を多様にしたり，更新された価値認識を基に考えや根拠を改めたりしていた。そして，その中

で複数の情報の関係性を見いだし，情報を結び付けて知識の概念化を進めることができた。この姿は

社会科における「社会に変革を起こす姿」に相当すると考える。

＜「社会に変革を起こす子ども」と考えや根拠を伝えられる子どもの関係＞

また，本研究で捉えた「自他の考えや根拠を比較して，見いだした社会的事象の特色，相互の関連，

意味，社会への関わり方を伝え，友達の考えや根拠を質的に向上できるよう働きかける子ども」の姿

は，資質・能力の三つの柱が相互に関係し合うことを活性化している姿であり，社会科の問題解決的

な学習の中で，上記のような姿が現れることを積み重ねることにより，本校社会科で捉えた資質・能

力を育成することができる。

２ 社会科における「社会に変革を起こす子ども」の姿が現れるための学習指導の工夫

これまでの本校社会科の研究や実践の中で，「自他の考えや根拠を比較して，見いだした社会的事

象の特色，相互の関連，意味，社会への関わり方を伝え，友達の考えや根拠を質的に向上できるよう

働きかける子ども」に相当する児童は，「調べた事実」「他者の考えや根拠」「社会科での既習内容」

「他教科等での学習経験」「生活経験」などの情報を活用することに長けており，資料から問題解決

に必要な情報を取り出し，それらを結び付けて関係性を見いだしたり，自他の考えや根拠を比較して

共通点や相違点を活用したりすることができていた。一方で，自他の考えや根拠の不確かさを自覚で

きないことが原因で，次のような児童の姿も見られた。

・考えを伝えるのみで話合いを終える。【情報の関連付け】



そこで，「自他の考えや根拠を比較して，見いだした社会的事象の特色，相互の関連，意味，社会

への関わり方を伝え，友達の考えや根拠を質的に向上できるよう働きかける子ども」の姿が現れるよ

うに，「情報の関連付け」や「情報の処理，表現」を重視し，学習指導の工夫を行うこととした。

自他の考えや根拠を視覚化して伝えることを支援する学習シートの用意

「自他の考えや根拠を比較して，見いだした社会的事象の特色，相互の関連，意味，社会への関わ

り方を伝え，友達の考えや根拠を質的に向上できるよう働きかける子ども」の姿が現れるためには，

話合いの中で，自他の考えや根拠の共通点や相違点に気付けるようにすることが必要である。そこで，

自他の考えや根拠を視覚化して伝えることを支援する学習シートの用意を行う。この学習シートは，

個人で作成し，小集団での話合いで，調べた事実を基に考えや根拠を表出する際に用いる。作成する

ときは，考えを短い言葉で書き込み，その根拠となる資料

を貼付する。そして，資料の着目した部分を色付けして強

調したり，事実同士の関係性を線で結んで示したりする。

小集団において，同じ構造の学習シートを用いながら話し

合うと，考えや根拠となる資料，事実同士の結び付け方な

どが視覚的に捉えられるため，互いの考えや根拠の共通点

や相違点に気付きやすくなる。それにより，自他の考えの

不確かさを自覚することができるので，新たな事実や事実

同士の関係性，資料の解釈を伝えることを繰り返し行うこ

とにつながる。

なお，この学習指導の工夫をICTを用いて行うことのメリットは以下のとおりである。

〇児童が，資料を加工できる。比較しやすい構造（並列など）での提示やトリミング，拡大等

〇考えや根拠を視覚化できる。事実の結び付け方の提示，資料の着目した部分の強調等

〇試行錯誤できる。資料の選択や入れ替え，書き込む内容の修正等

自他の考えや根拠を共有する機会の設定

「自他の考えや根拠を比較して，見いだした社会的事象の特色，相互の関連，意味，社会への関わ

り方を伝え，友達の考えや根拠を質的に向上できるよう働きかける子ども」の姿が現れるためには，

話合いの中で，新たな価値認識をすることが必要である。そこで自他の考えや根拠を共有する機会の

設定を行う。これは，小集団での話合いを行う前に，ロイロノートの提出箱機能を用いてそれぞれの

学習シートを回収し，小集団の児童同士が互いの考えや根拠を共有できるようにすることである。事

前に考えや根拠を共有する時間を確保すると，自他の価値認識の相違点に気付く機会が増えるので，

他者の考えや根拠に対して疑問や興味をもつ。すると，その後の話合いで自他の考えや根拠の不確か

な部分を基に質問したり，自らの考えや根拠の妥当性を伝えたりしやすくなる。なお，この学習指導

の工夫をICTを用いて行うことのメリットは以下のとおりである。

＜自他の考えや根拠を視覚化して

伝えることを支援する学習シート＞



〇考えや根拠の共有が即時に行える。 学級全体での共有，小集団での共有

〇考えや根拠を比較しやすくなる。 比較する回答を抽出し，並列に配置できる

＜具体例 ６年 「長く続いた戦争と人々のくらし」＞

○本時のねらい

・「戦争中の人々はどんなセリフを言うだろう。」について戦時中の諸資料を基に話し合うこ

とを通して，１５年間続いた戦争下での人々の暮らしの様子を捉える。

○使用するICT 「ロイロノート」

・考えを書き，根拠となる資料を貼付するよう促す。資料は教科書や資料集から探したり，図

書室の本を持参したりする。カメラ機能で撮影し，不要な部分をトリミングして図に貼付す

る。

○自他の考えや根拠を視覚化して伝えること

を支援する学習シートの用意

＜資料を選択しながら考えをまとめている様子＞ ＜考えと根拠となる資料を貼付した学習シート＞

◯互いの考えや根拠を共有する機会の設定 ○２～３人の小集団での話合いの設定

＜図を小集団で共有している画面＞ ＜着目した部分を示しながら他者に伝える様子＞

僕は日本の戦況に疑問をもつ

と思うな。生活がよくならない

からだよ。当時のスローガンを

根拠にして説明しよう。

確かにそうだね。どちらも事実だか

ら，本音と建前の両方の気持ちを考え

なくてはいけないよね。「苦しいけ

ど，皆には戦争の役に立ちたいと言う

しかない。」という感じかな。

「役に立ちたい」と考えている子がいる

な。僕とは違う考えだ。確かに学校も社会

も戦争中心だったけど・・・。

「戦争の役に立ちたい。」と書いているけど，

この時代の食事の資料を見ると，絶対に今の生

活に不満をもつと思うんだ。本当の気持ちは，

「生活が苦しい。」だと思うよ。

当時の食事の資料を見ると，とても貧し

いことが分かるよ。だから，「役に立ち

たい。」と言う人はいたと思うけど，そ

れは建前なのではないか，と伝えよう。



３ 成果と課題

本校社会科では，「自他の考えや根拠を比較して，見いだした社会的事象の特色，相互の関連，意

味，社会への関わり方を伝え，友達の考えや根拠を質的に向上できるよう働きかける子ども」の姿が

現れるよう，その授業における具体の姿や学習指導の工夫について研究を進めてきた。その結果，次

のような成果と課題が明らかになった。

○成果

児童は，学習問題の解決に向けて，資料を見直したり，これまでと違った資料を見たりすることを

通して，根拠を多様にしていた。そして，問題に対する自らの答えを問い直して改めたり，答えに自

信をもったりして，根拠とともに伝えていた。伝えられた児童は，新たな事実を自らの答えに取り入

れたり，調べた事実に対する解釈を改めたりすることで，事実と事実の関係性を見いだし，考えをま

とめていく姿が見られた。

これらの姿は，本校社会科部で想定した「自他の考えや根拠を比較して，見いだした社会的事象の

特色，相互の関連，意味，社会への関わり方を伝え，友達の考えや根拠を質的に向上できるよう働き

かける子ども」の姿である。これは，本校社会科で設定した学習指導の工夫により，児童が自他の考

えや根拠の相違点を見いだしたり，新たな価値認識をしたりした成果であると考えられる。

○課題

児童は，自らの価値認識を基に根拠となる資料を選択したり，解釈したりしていた。価値認識の相

違が活発な対話を生み出し，価値認識の更新につながっていた。一人一人の価値認識の高まりが，よ

りよい社会への関わり方を見いだすことから，問題に対して考えたり，話し合ったりする時間を十分

に確保することが必要であると感じた。そのため，今後は，ＩＣＴを活用した授業改善を一層進める

とともに，ＩＣＴを用いて調べることを授業以外でも行えるようにしていくことが有効であると考え

る。
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